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いよいよ平成最後の月となりましたね(*^_^*) 

４月といえば新年度で、進学される方、就職されて社会人の仲間入り 

をされる方と、それぞれの道を歩まれることでしょう。 

       また、教習生の皆さんも、自動車学校を卒業されたら車社会人として 

の活動を求められることとなります。 

       そこで今月号では、安全運転の心構えについて紹介します。 
  

安 全 運 転 の 心 構 え ９ か 条 
 

１．人の命の尊さを覚える 
歩行者・自転車・まわりのドライバー、すべてが自分の家族のように考えて 、アクセル 

やブレーキを踏みましょう。 

２．交通ルールを覚えて守る 

交通ルールは、道路を安全に整理するための大切な約束事です。 

交通規則を守ることは、運転手の重要な履行義務です。 

３．運転は人格があらわれることを理解する 

本当の自分の人格が出ていると思うことが、安全運転のコツです。 

４．集中して運転すること 

   道路状況はいつも変化しています。よって、その変化に応じて、安全運転をしない 

といけません。そのために、絶えず注意力を上げて集中して運転する事が重要です。 

５．お先にどうぞという余裕を持つこと 

 譲り合いの精神が安全運転のコツです。 

６．もしかして運転を心がけましょう 

 自分の都合の良いように予測することを「だろう運転」と言われ、交通事故の 

大きな要因です。 

最悪な事態や、危険な事態を予測して運転するのが、「もしかして運転」です。 

この場合、瞬時に心構えができているので、対応することができます。 

７．心の状態を平静に保つこと 

  「怒っている」「焦っている」「おごり」「疲れている」「イライラしている」などの 

   心理状態は、ドライバーが交通事故を起こす要因になります。 

心の精神状態を健康にしておくことが安全運連のコツです。 

８．私は運転が上手だと過信するのは禁物です 

   過信は、油断につながり、事故につながっているケースが多いようです。 

   自分の運転能力を把握したうえで、慎重に丁寧に運転しましょう。 

  ９．服装と履物が重要です。 

  運転に不向きな、服装や靴は履かないようにしましょう。 
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